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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年８月11日に提出いたしました第65期第１四半期(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)の記載事項の

一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第２　【事業の状況】

　　　３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　(1) 業績の状況

　　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　企業情報

　　第２　【事業の状況】

　　　３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　(1) 業績の状況

 
（訂正前）

（省略）

その結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は21億４千万円（前年同四半期比7.1％減）となりま

した。食料品事業セグメントの内訳としては、凍豆腐では、当社グループ独自の新たな製法による減塩タイプの凍豆

腐を積極的に拡販し、新聞・雑誌などの媒体を活用しＰＲを行いました。しかしながら既存品の販売数量は減少し、

売上高は８億２千８百万円（前年同四半期比8.1％減）となりました。加工食品においては、カップ入りで好評の「し

じみ汁」の５食タイプや「野菜のみそ汁」「とん汁」をリニューアルし発売するなどの販売活動を行ってまいりまし

たが低価格競争は激しく販売数量は減少し、売上高は９億１千４百万円（前年同四半期比8.6％減）となりました。そ

の他の食料品では医療用食材が堅調に推移しましたが、それ以外の食料品は低調のため売上高は３億８千７百万円

（前年同四半期比2.1％減）となりました。

（省略）

 
（訂正後）

（省略）

その結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は21億４千万円（前年同四半期比7.1％減）となりま

した。食料品事業セグメントの内訳としては、凍豆腐では、当社グループ独自の新たな製法による減塩タイプの凍豆

腐を積極的に拡販し、新聞・雑誌などの媒体を活用しＰＲを行いました。しかしながら既存品の販売数量は減少し、

売上高は８億２千８百万円（前年同四半期比8.1％減）となりました。加工食品においては、低価格競争が激しく販売

数量は減少し、売上高は９億１千４百万円（前年同四半期比8.6％減）となりました。その他の食料品では医療用食材

が堅調に推移しましたが、それ以外の食料品は低調のため売上高は３億８千７百万円（前年同四半期比2.1％減）とな

りました。

（省略）
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